
 

Piotrek と CSIRO は、世界市場で展開する次世代リチウムイオン電池の共同開発を発表 

 

オ ー ス ト ラ リ ア 国 立科 学 機 構 CSIRO と 日 本 の ス ペ シャ ル LIB・ 化学 メー カ ー  

パ イ オト レッ ク株 式会 社 (本 社  京都市 )と は、新し いパ ート ナー シッ プを組 ん で、

世 界 市場 での 次世代 LIB の 量産 化生産 技 術を ５年 以内 に確 立す るこ とを目 指 す。 

 

こ の 共同 開発 は、次 世代 型 LIB 技術 を幅 広 い分 野で 実現 する こと を可 能とす る。

そ れ ら の 用途 分 野 は、 携 帯 電子 機 器、 ド ロ ー ン及 び 自 動駆 動 車 、そ し て極 め て

安 全 性を 重視 される LIB の 発火 を防止 す る必 要性 の高 い分 野へ の応 用が対 象 と

な る 。両 社は 、固 体電 解質 LIB 用 途を CSIRO の RAFT（ Reversible Addition-

Fragmentation chain Transfer：可 逆的 付 加開 裂連 鎖移 動 )ポ リマ ー電 解質（ SPE）

と パ イ オ ト レ ッ ク 社 が 開 発 を 成 功 さ せ た イ オ ン 導 電 ポ リ マ ー マ ト リ ッ ク ス

(ICPm)シ ステ ム技 術を 活用 する 固体電 解 質 LIB 技 術開 発の パー トナ ーとな る。 

 

パ イ オト レッ ク社 の開 発部 長は 、CSIRO の SPE ポ リマ ーと エン ジニ アリン グ  

技 術 及び Piotrek の ICPｍ シス テム技 術 を統 合す るこ とに 拠っ て、 固体電 解 質

LIB の新 規革 新技 術と して 大き な成 果を も たら すで あろ うと 抱負 を 語 った。  

 

この共同開発は、パイオトレック 社が ICPｍ最先端技術を持ち込むことに拠っ て

CSIRO の 保 有 技 術 を よ り 安 全 性 を 高 め 、 固 体 電 解 質 LIB 性 能 を 実 用 化 に    

近 づ ける 早道 とな る。  

 

“共 に 、世 界水 準で 最高 の安 全性 と より 高 い性 能の 工業 化レ ベル に達 する長 寿 命

で 高 電圧 高容 量の 固体 電解 質電 池を開 発 する 。 ” 

 

開 発 対象 の固 体電 解質 LIB は、 負極に 最 高エ ネル ギー 容量 を保 有す るリチ ウ ム

金 属 箔 を 使 用 し て 、 現 状 の LIB 技 術 よ り ２ 倍 容 量 の 次 世 代 二 次 電 池 の 分 類 に  

相 当 す る。 更 に、 LIB セ ル がダ メ ージ を 受 けた 場 合に 低 温で 引火 す る揮発 性 ・  

引 火 性電 解液 が一 切含 まな い固 体電解 質 で構 成さ れて い る 。  

 

CSIRO の開発担当者は、心が躍るパイオトレック 社との共同開発は、電気自動 車

（ EV）や ドロ ーン 用途 用高 電圧 4.5V～ 5.0V 向け 固体 電解 質 LIB の開 発を加 速

させる原動力になり得ると語った。そして、この開発がユニークな発想を以っ て

既 存 技 術 を 打 ち 破 る 新 規 技 術 基 盤 を 開 発 し 、 そ し て 活 用 す る こ と に 拠 っ て    

オ ー スト ラリ アと 世界 市場 に新 規事業 や 産業 を創 造す るこ とに 繋が る。そし て、

こ の 開 発 は 必 ず EV 市 場 へ の 高 容 量 二 次 電 池 の 成 長 を 支 え る 原 動 力 に な る と  

確 信 して いる と語 った 。  

 

CSIRO Press Release 翻訳 



CSIRO 製 造技 術部 門役 員  Dr. Keith Mclean は 、パ イオ トレ ック 社と のパー ト

ナ ー シ ッ プ に よ り 開 発 さ れ る 固 体 電 解 質 LIB の 実 用 化 技 術 が 、 生 産 性 や 持 続  

可能性の向上、そして新たな機会の獲得を我が国だけでなく世界規模の二次電 池

市 場 で 貢 献 出 来 る こ と が 期 待 さ れ る と 語 っ た 。 更 に 、 CSIRO は 革 新 的 な 科 学  

技 術 へ の 弛み な き 挑戦 と 当 組織 が 実行 す る 路 のひ と つ とし て 世 界最 高 の安 全 性

と 高 性能 次世 代 LIB を開 発す るこ とを 約 束す ると も語 った 。  

 

更 に 、 CSIRO は パ イ オ ト レ ッ ク 社 と 自 動 電 解 液 注 液 ロ ボ ッ ト 工 程 を 活 用 し た   

新 規 イ オ ン 液 体 電 解 質 処 方 を 共 同 開 発 し て 世 界 に ラ イ セ ン ス し て 行 く こ と も  

推 進 して いる 。 

 

 

CSIRO は、 35 年 に渡 る LIB 技術 開発を  

行 っ てお り、LIB や Li 金属 箔電 池に  

関 す る特 性化 、合 成及 び各 種電 気化学  

試 験 等に 精通 して いる 。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSIRO は、高速 ロボ ット 工法 に拠 って 商 業・工 業面 での 電気 化学 プロ セス で の

発 見 を加 速し てい る。  

 

パ イ オト レッ ク株 式会 社 (Piotrek Co., Ltd.)は、 CSIRO と の 2 年 間に 及ぶ技 術

交 流 を経 て、 世界 最先 端の 固体 電解質 LIB セ ル開 発を 革新 的な イオ ン導電 ポ リ

マ ー マ ト リ ッ ク ス （ ICPｍ ） シ ス テ ム 技 術 を 駆 使 し て 、 耐 熱 性 110℃ ま で 性 能  

保 持 や抜 群の 低温 特性 を発 揮、又 1000℃ の バー ナー 直下 燃焼 試験 で完 全不燃 を

保 持 。 更 に、 固 体 電解 質 粒 子界 面 抵抗 と 電 極 との 表 面 抵抗 を コ ント ロ ール す る

素 材 と 技 術 力 が 認 め ら れ 5 年 間 の 共 同 開 発 を 推 進 す る こ と で 契 約 を 締 結 し た  

こ と から 世界 同時 に公 表 す るこ とにな り まし た。          

  当 社 ICPｍ技 術紹 介    http:www//piotrek-il.co.jp 


